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IL-1βによるヘプシジン転写の誘導に必要である可能性が示された。C/EBPファミリ
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1. AP-1 転写因子である c-fos と junB がヘプシジンプロモーター上の AP-1 応答配列
である TREに作用し、TREと STAT3の結合配列である STAT-BSが協調的に作用す
ることによって、ヘプシジン転写が誘導されることを明らかにした。 
 
2. 血管内皮細胞またはクッパー細胞が炎症下の肝臓におけるアクチビン B 産生細胞
であることを明らかにした。また、アクチビン B はそのⅡ型受容体として知られて
いる ActRIIA 及びアクチビン受容体として認知されていなかった BMPＩ型受容体で
ある ALK2 を利用することによって、BMP シグナル分子である Smad1/5/8 の活性化
を介しへプシジン発現を誘導することを明らかにした。 
 
3. IL-1β によって C/EBPδ の発現が増加し、ヘプシジンプロモーター上の C/EBP 結
合配列(C/EBP-BS)との結合を介してヘプシジン発現が誘導されることを明らかにし
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